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合計点数 総　合　所　見

技
術
評
価

36

（技術：研究を成功させるためのポイント、その他特記事項等についての総合的な所見）
　
　世界的にも、テロや誘拐事件等が頻発する昨今、本研究を推進する社会的意義は極めて大きいものがあると考える。また、提案
者のグループは要素技術に関する十分な研究開発実績を有しており、研究開発の進展が大いに期待できる。一方、複数の画像セン
サを自律分散的に連携して空間的にシームレスな監視を行う部分に関しては、本提案の研究体制を拡大して進めることになってお
り、妥当である。さらに、人物行動の特徴抽出について、定量的な性能評価を実施し優位性を示すことができれば、インパクトの
大きい研究開発となると考えられる。

事
業
化
評
価

35

（事業化：事業化のシナリオ、波及効果の見込、収益の可能性等に関する総合的所見）
　
　商品、市場ともに魅力があると考えられる。事業化判断を３年間で区切るのではなく、できるものから前倒しで無理のない（見
直しが可能な）計画とすることが必要である。また、開発後の販売体制等についても強化し、早期に費用対効果が100％を超えるよ
うにすることが望まれる。
　さらに、本研究開発において最重要な一つとなる人物行動ライブラリーの作成に必要な実フィールドデータの入手に関しては、
不確定部分があり、製品化内容の変更・縮小の可能性は否定できない。

（注）総合所見の公表にあたっては、企業秘密等に配慮しています。
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点数

71


